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き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
た
空
き
ビ
ン
は
、
資
源
と
し
て
買
い
取

ら
れ
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
る
空
き
ビ
ン

の
中
に
、
空
き
ビ
ン
以
外
の
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、
再
資
源
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
分
別
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
分
別
、資
源
と
ご
み
の
分
か
れ
道

※�劇 薬 の ビ ン
（身分証明書
を提示して購
入した物）は
専門業者に処
理を依頼して
ください。

空きビンのカゴに混じっていたもの正しい分別は…

ガ
ラ
ス
食
器

耐
熱
ガ
ラ
ス

「
ガ
ラ
ス
類
」

陶
磁
器

「
陶
器
類
」

薬
品
ビ
ン

「
そ
の
他
の
燃

え
な
い
ゴ
ミ
」

空きビンの正しい分別に
ご協力ください

問清掃センター（☎ 72-3316）

特集 1

※写真の一部は、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会のものを使用しています。

空きビンの正しい分別に
ご協力ください

空きビンの正しい分別に
ご協力ください

空きビンの正しい分別に
ご協力ください

問清掃センター（☎ 72-3316）問清掃センター（☎ 72-3316）
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分
別
さ
れ
た
ビ
ン
の
行
方

「
飲
食
料
用
の
空
き
ビ
ン
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

何
度
で
も
新
し
い
ビ
ン
に
よ
み
が
え
る
貴
重
な
資

源
で
す
。
し
か
し
、
一
度
着
色
し
た
ビ
ン
は
色
が

落
ち
ま
せ
ん
。「
無
色
の
ビ
ン
」、「
茶
色
の
ビ
ン
」、

「
そ
の
他
の
色
ビ
ン
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
種
類

ご
と
に
再
利
用
す
る
た
め
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
を
色
別

に
分
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

色
別
に
分
別
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
細
か
く
粉
砕
さ

れ
て
カ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
ガ
ラ
ス
ビ
ン
の
原
料

に
な
り
ま
す
。
こ
の
カ
レ
ッ
ト
に
け
い
砂
、
石
灰
石
、

ソ
ー
ダ
灰
な
ど
の
天
然
資
源
を
混
ぜ
て
高
温
で
溶

か
し
、
成
型
す
る
と
新
し
い
ビ
ン
の
完
成
。
き
れ

い
に
新
し
い
資
源
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

分
別
の
現
状

分
別
が
で
き
て
い
な
い
空
き
ビ
ン
は
資
源
で
は
な
く
、

ご
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
は
適
切

な
分
別
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
一
部
で
空
き

ビ
ン
以
外
の
異
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。
異
物
は
、
ガ

ラ
ス
食
器
や
陶
磁
器
の
ほ
か
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、
資
源
と
し
て
買
い
取
り

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
し
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
の
品
質
を
守
る

た
め
に
は
徹
底
し
た
分
別
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、
分
別
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

左から茶色・無色・その他
の色のビン

ガラスビンのカレット

　

飲
食
料
用
の
空
き
ビ
ン
は
、
飲
食
物
等
の
中
身
が
入
っ
て
い
た

ガ
ラ
ス
容
器
で
、 

①
無
色
（
透
明
）
の
ビ
ン

　

＊
白
色
や
す
り
ガ
ラ
ス
の
ビ
ン
は
除
き
ま
す
。

②
茶
色
の
ビ
ン　

③�

そ
の
他
の
色
の
ビ
ン

＊����

緑
・
青
・
白
色
な
ど

茶
色
と
無
色
に
当
て

は
ま
ら
な
い
ビ
ン
の

３
種
類
に
分
別
し
ま

す
。
ま
た
、
必
ず
ビ

ン
の
中
を
水
洗
い
し

て
く
だ
さ
い
。

分
別
の
再
確
認

～
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
～

こ
ん
な
物
も
混
じ
っ
て

い
ま
し
た
！

中身の入ったビン⇒中身は捨て
て洗ってから分別してください

電球・ライター
⇒「その他の燃えないごみ」へ

ほ乳ビン・
化粧品ビン
⇒「ガラス類」へ

キャップ⇒プ
ラスチック製
は「燃やすご
み」、金属製は
「その他の金属
類」へ

【特集 1】空きビンの正しい分別にご協力ください

燃やすごみで出せるものは概ね長さ

50 ㎝以内の物です。布団や座布団な

どの大きいものは直接清掃センターへ

搬入してください。また、シーツやバ

スタオルなどの古布は、50 ㎝四方程

度に裁断し、燃やすごみに混ぜて出し

てください。

布団や古布等の廃棄につい
　てご協力をお願いします

年末のごみ収集は
29 日火まで、清掃
センターへの持込
は 28 日月ま で と
なります。
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有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
市
内
に
お
い
て
も
「
イ
ノ

シ
シ
」
や
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
」
な

ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
け
る

農
作
物
の
被
害
額
は
、
平
成
25

年
度
の
約
４
４
５
万 

７
千
円

に
対
し
、
平
成
26
年
度
は
約

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
ろ
う

 

有
害
鳥
獣
の
被
害
の
状
況

８
９
９
万
4
千
円
と
約
2
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

市
で
は
、
常
陸
太
田
・
金
砂
郷
・

水
府
・
里
美
地
区
の
捕
獲
隊
や
各

町
会
の
協
力
に
よ
り
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
け
る
捕
獲
頭
数
（
表

1
参
照
）
は
、
平
成
25
年
度
の

７
２
０
頭
に
対
し
、
平
成
26
年
度

は
、
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る

９
９
６
頭
。
そ
れ
で
も
有
害
鳥
獣

に
よ
る
被
害
が
減
ら
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

［表 1］

イノシシ
イノシシ足跡

ハクビシン足跡

アライグマ足跡

 

有
害
鳥
獣
の
生
態
と
特
徴

ハクビシン

アライグマ

◇�

特
徴　

持
ち
上
げ
る
力
は
70
㎏

で
、
垂
直
に
１
２
０
㎝
跳
ぶ
。
犬

並
み
の
鋭
い
き
ゅ
う
覚
を
持
つ
。

行
動
範
囲
は
2
～
３
㎞
で
昼
夜

問
わ
ず
エ
サ
を
求
め
て
行
動
。

◇�

繁
殖　

一
夫
多
妻
制
。
メ
ス
は

年
に
１
度
、
４
～
5
頭
の
子
を

産
む
。
野
生
で
の
寿
命
は
、
オ

ス
が
約
6
年
・
メ
ス
は
約
10
年

程
度
。

◇�

食
性　

雑
食
で
、
稲
・
野
菜
・

果
実
、
ミ
ミ
ズ
・
昆
虫
な
ど
を

食
べ
る
。

◇�

特
徴　

全
長
約
50
～
75
㎝
。
夜

行
性
で
、
足
指
の
数
は
、
前
後

と
も
に
5
本
（
※
タ
ヌ
キ
は
前

後
4
本
）。
糞ふ
ん

尿
が
と
て
も
臭
く
、

同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
排は
い
せ
つ泄

。
電

柱
や
家
の
壁
を
登
っ
た
り
、
電

線
を
渡
る
身
体
能
力
を
持
つ
。

◇�

繁
殖　

早
春
と
晩
秋
に
２
度
。

妊
娠
期
間
は
約
２
カ
月
で
１
～

５
匹
を
産
む
。
野
生
で
の
寿
命

は
10
年
程
度
。 

◇�

食
性　

雑
食
で
、
ぶ
ど
う
・
な
し
・

柿
の
果
実
が
大
好
物
。
小
型
動

物
や
昆
虫
類
な
ど
も
食
べ
る
。

◇�

特
徴　

全
長
約
42
～
60
㎝
。
巣

穴
を
掘
っ
て
群
れ
で
生
活
。
竹

や
ぶ
や
樹
林
近
く
の
水
辺
を
好

む
。
農
業
被
害
と
と
も
に
在
来

種
へ
の
影
響
が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
。

◇�

繁
殖　

妊
娠
期
間
は
約
２
カ
月

で
4
月
頃
に
3
～
5
匹
を
産
む
。

1
年
で
大
人
に
な
り
野
生
で
の

寿
命
は
５
年
程
度
。 

◇�

食
性　

雑
食
で
、
動
物
全
般
か

ら
果
実
・
野
菜
・
穀
類
ま
で
幅

広
い
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、
生
態
や
特
徴
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
内
で
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る

有
害
鳥
獣
を
紹
介
し
ま
す
。

イノシシによる稲作被害

（頭数）

問����������

農
政
課
農
林
振
興
係
（
内
線
６
１
２
）

特集 2
県北市町における捕獲状況

720

443

195
348

169 152

996

650
498 485

332

142
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鳥
獣
被
害
は
な
ぜ
起
こ
る
の

獣
害
対
策
の
成
功
の
カ
ギ
は

【特集 2】　有害鳥獣から農作物を守ろう

過疎化や高齢化などにより、耕作放棄地や荒
廃した山林などが増加

狩猟者の減少と高齢化
※�県内の狩猟者の 72％が 60 歳以上

温暖化の影響による生息適地の拡大や幼
獣の死亡率の低下

効果的な防護柵（電気柵、トタンなど）の設置
に対する知識不足や農作物をほ場に放置し、知
らず知らず餌

え

づけしてしまうことによる被害

鳥獣被害拡大の要因

里山の変化

温暖化による影響狩猟者の減少

不十分な対策

農作物を収穫後に放置 未収穫の果実 荒廃した山林 荒廃した田畑

①
み
ん
な
で
学
習

�

な
ぜ
、
こ
の
集
落
に
有
害
鳥
獣
が
出
没
す
る
の
か
、
地
域
に

合
っ
た
対
策
は
何
な
の
か
を
皆
さ
ん
で
勉
強
す
る
こ
と
が
最

初
の
一
歩
で
す
。

�

み
ん
な
で
集
落
を
回
り
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
し
た
山
林

等
を
地
図
に
落
と
し
、
ど
う
す
る
か
対
策
を
話
し
合
い
ま
す
。

②
み
ん
な
で
守
る
集
落

③
囲
い
や
追
い
払
い

④
捕　

獲

�

③
の
対
策
で
も
被
害
を
減
少
さ
せ
ら
れ
な
い
場
合
、
わ
な
や

猟
銃
な
ど
に
よ
る
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

�

集
落
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
防
護
柵
設
置
や
未
収
穫
果
実
の

除
去
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
の
対
策
を
行
い
有
害
鳥
獣
を

集
落
に
来
さ
せ
な
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
早
期
発
見
が
鉄
則
で
す
。
ま
た
、
集
落

の
皆
さ
ん
で
取
り
組
め
ば
、
被
害
軽
減
や
経
済
的
負
担
も
軽
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
集
落
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市では、イノシシ等による被害を受ける恐れのある農地等を所有または耕作し、防獣対策設備を
設置予定の個人や集落を基本とする 3 人以上の集団に対し、設備資材購入費の 3 分の 1 以内（集
団の場合は 2 分の 1 以内）の助成を行っています。詳しくは、お問い合わせください。

　有害鳥獣でお困りの方は
イノシシ等被害防止対策設備の購入費を助成しています

有害鳥獣の捕獲を頼みたいときは
イノシシ等の有害鳥獣の捕獲依頼については、皆さんのお住まいの町会長をとおして依頼して
ください。

里川町会では、集落が一体と
なってイノシシ対策を行って
います。今年度中に集落の皆
さんと協力し、防護柵を設置
予定です。

�農政課では、イノシシ対策のまちづくり出前講座を実施中です。ぜひご利用ください。
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絶品の新そばに舌鼓

常陸秋そばフェスティバル里山フェア
11 月 7 日・8 日、山吹運動公園で行われた常陸秋そばフェスティバル里山フェアでは昨

年を上回る約 7 万 8 千人の人出でにぎわいました。また、会場内では、幼稚園児たちの

コンサートやおにぎりコンテストなどさまざまなイベントが行われました。

11 月 1 日から 30 日まで、竜神大吊橋において竜神峡紅葉まつり 2015 が開催されました。竜神ダム周辺の山々は紅葉の見

ごろを迎え、観光客を楽しませてくれました。また、イベント期間中は、すいふ保育園児による太鼓の演奏やコンサートな

どが行われました。

秋のイベントシーズン

10 月 24 日から 11 月 28 日まで、里美ふれあい館イベント広場において、里美

かかし祭が開催されました。イベント期間中は、さとみ秋の味覚祭や里美カン

トリーミュージックフェスティバルなど楽しいイベントが盛りだくさんでした。

さとみ秋の味覚祭

吊橋からの紅葉の眺めは圧巻

竜神峡紅葉まつり

すべての会場で大盛り上がり

里美カントリーミュージック
フェスティバル

里美かかし祭

里美の魅力たっぷり

すいふ保育園

来場客でにぎわう竜神峡
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

白
幡
台
団
地
の
宅
地

を
限
定
価
格
で
販
売

宮
の
郷
木
質
チ
ッ
プ

工
場
等
の
竣
工
式

11
月
19
日
、
宮
の
郷
工
業
団

地
内
（
宮
の
郷
町
）
に
、
新
た
に

宮
の
郷
木
質
チ
ッ
プ
製
造
工
場

お
よ
び
宮
の
郷
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
電
所

は
、
林
業
が
盛
ん
な
県
内
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
未
利
用
材
を
利

用
し
た
発
電
施
設
で
、
今
後
20
年

間
の
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。
一

般
家
庭
約
１
万
２
千
世
帯
分
に

相
当
す
る
５
７
５
０
ｋ
ｗ
を
発

電
し
ま
す
。

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
等
の
移

住
・
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
11

月
14
日
か
ら
、
白
幡
台
団
地
（
大

中
町
）
の
宅
地
を
市
外
在
住
の
子

育
て
世
帯
等
に
対
し
て
限
定
価
格

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売
物
件

は
、
白
幡
台
団
内
の
6
区
画
で
、

販
売
価
格
1
㎡
当
た
り
１
７
５
０

円
で
販
売
（
通
常
価
格
６
０
５
０

円
）。
今
後
も
現
地
見
学
会
な
ど

を
開
催
し
な
が
ら
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

関係者など約 160 人が
出席し安全を祈願

県
北
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

９
月
27
日
、
常
陸
大
宮
市
の
お

お
み
や
消
防
広
場
で
、
第
66
回
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
水
府
支
団
第
１

分
団
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、
と

も
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
仕
事
を
終

え
て
か
ら
の
厳
し
い
訓
練
を
６
月

か
ら
実
施
。
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
使
命
感
と
と
も
に
乗
り
越

え
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

11 月 14 日に現地見学会が行われた。白幡台団地分譲のお
問い合わせは契約管財課（内線 321）まで

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
演
奏
会

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴

い
、
火
災
予
防
の
理
解
を
深
め
火

災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
11
月
17
日
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
常
陸
太
田
店
駐
車
場
で
、
太

田
進
徳
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

○����ポンプ車操法の部（敢闘賞）
　指揮者　平根悟さん／番員　
　石川義弘さん、平根勝利さん、
　平山一浩さん、平根裕二さん
　／補助員　仲田克彦さん

火災予防の啓発を呼び掛ける園児 

○�小型ポンプ操法の部（敢闘賞）
指揮者　岩間勝徳さん／番員
菊池隆行さん、和田寿史さん、
石川敬太さん／補助員　茅根
真仁さん

市内の間伐材などを利用し発電
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✿おめでとうございます

10
月
24
日
～
26
日
、
和
歌
山

県
紀き
み
い
で
ら

三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
、
第
15
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
陸
上

50
ｍ
走
と
走
幅
跳
に
、
県
立
盲

学
校
高
等
部
普
通
科
3
年
の
吉

澤
大
樹
さ
ん
（
中
染
町
）
が
出

場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
吉
澤

さ
ん
は
「
2
種
目
で
金
メ
ダ
ル

を
取
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

記
録
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

日
々
の
練
習
を
行
い
、
さ
ら
に

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 ✿全国

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
優
勝

✿

瑞
宝
双
光
章

引田勝美 氏（久米町）

元常陸太田市消防団長。永年
にわたり消防団活動に従事さ
れた。

瑞
宝
単
光
章

武藤　齊 氏（山下町）

元各種統計調査員。永年にわ
たり国勢調査をはじめとした
統計調査に尽力された。

✿
秋
の
叙
勲

✿

✿ ✿
秋
の
叙
勲

吉澤　大樹さん  

✿

地
域
の
住
民
自
治
組
織
の
発

展
に
努
め
、
住
民
福
祉
の
向
上

と
豊
か
で
明
る
い
社
会
づ
く
り

の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

と
し
て
、
元
天
下
野
町
三
区
町

会
長
の
中
嶋
滿
さ
ん
が
全
国
自

治
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
中
嶋
さ
ん
は
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
平
成
20
年
3
月

ま
で
天
下
野
町
三
区
副
町
会
長
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
27
年

3
月
ま
で
天
下
野
町
三
区
の
町

会
長
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
平
成

25
年
6
月
か
ら
平
成
27
年
6
月

ま
で
茨
城
県
自
治
会
連
合
会
の

副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 ✿全国

自
治
会
連
合

会
会
長
表
彰

　中嶋　滿さん  

西
山
御
殿
跡（
西
山
荘
）が
国
指
定

文
化
財
に

11
月
20
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、
西
山
御
殿
跡
（
西

山
荘
）
を
国
指
定
文
化
財
（
史
跡
及
び
名
勝
）
に
指
定

す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
国
指
定
文
化
財
へ
正
式
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
西
山
御
殿
跡
は
、
水
戸
藩
2
代
藩
主
徳
川

光
圀
が
、
１
６
９
０
（
元
禄
3
）
年
か
ら
10
年
間
、
73

歳
で
没
す
る
ま
で

を
過
ご
し
、
大
日

本
史
の
編へ
ん
さ
ん纂

を
は

じ
め
、
学
問
・
文

化
面
の
活
動
に
取

り
組
ん
だ
場
所
で

す
。
茅
葺
き
屋
根

の
質
素
な
建
物
は
、

敷
居
を
設
け
な
い

な
ど
の
光
圀
の
配

慮
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

光圀が理想とした景観 が遺
のこ

る西山御殿跡（西山荘）
※写真は公益財団法人徳川ミュージアム提供

11 月 28 日、国指定文化財と
して答申されたことを記念し、
一般公募の皆さん約 300 人が
参加し、西山荘などを歩くイ
ベントが行われた

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

永
年
に
わ
た
り
、
国
家
ま
た
は
公

共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
方
、
社
会

の
各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
の

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
秋
の

叙
勲
」
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、

本
市
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。 叙

勲
叙
勲
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10
月
23
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た
第
45

回
県
青
少
年
相
談
員
研
修
大
会
に
お
い

て
、
小
吹
勝
利
さ
ん
と
興
野
勉
さ
ん
が
、

長
き
に
わ
た
る
青
少
年
相
談
員
と
し
て

の
功
績
に
対
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
吹
さ
ん
は
12
年
間
、
興
野
さ
ん
は
8

年
間
に
わ
た
り
、
学
校
や
警
察
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
街
頭
で
の
声
か
け
・

相
談
な
ど
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
非
行
防
止
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
で
表
彰

✿

里まち交流券

牛久市 → 常陸太田市

11 月 7 日

里　　まち交流掲示板

11
月
7
日
、
姉
妹
都
市
・
牛
久
市
の

市
民
交
流
団
の
皆
さ
ん
が
竜
神
大
吊
橋

を
散
策
し
、
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
里
山
フ
ェ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。
牛

久
市
の
皆
さ
ん
は
、
秋
深
ま
る
山
々
の

紅
葉
と
常
陸
秋
そ
ば
や
地
酒
な
ど
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
で
は
、

姉
妹
都
市
等
で
あ
る
秋
田
市
・
仙
北
市
・

牛
久
市
・
臼
杵
市
が
出
店
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
産
物
等
の
販
売
が
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

姉妹都市等の特産物販売

10
月
10
・
11
日
、
17
・
18
日
に
、
水

戸
市
民
球
場
で
行
わ
れ
た
、
第
４
回
水

戸
市
長
杯
学
童
野
球
大
会
に
お
い
て
、

太
田
ベ
ア
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

最
高
殊
勲
選
手
に
選
ば
れ
た
主
将
の

寺
田
翔
く
ん
（
日
立
市
立
坂
本
小
６
年
）

は
「
小
山
田
監
督
の
ご
指
導
の
も
と
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
本
番
で
発
揮
し
、

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

水
戸
市
長
杯
学
童
野
球

で
優
勝
✿

10
月
に
当
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締

結
し
た
大
分
県
臼う

す
き杵

市
で
、
秋
を
代
表

す
る
祭
り
「
第
19
回
う
す
き
竹た

け
よ
い宵

」
が

11
月
7
日
・
8
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
も
会
場
内
で
特
産
物
ブ
ー
ス
を
設

け
、
地
酒
な
ど
特
産
物
の
販
売
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
中
心
市
街
地
の
二
王

座
一
帯
は
、
約
２
万
本
の
竹
ぼ
ん
ぼ
り

が
城
下
町
を
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ん

み
、
商
店
街
や
観
光
施
設
な
ど
で
は
楽

し
い
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

里まち交流券

常陸太田市 → 臼杵市

11 月 7 日

興野　勉 さん   小吹　勝利 さん  
（真弓町） （上深荻町） 

臼
杵
市
で
常
陸
太
田
市

の
物
産
・
観
光
を
Ｐ
Ｒ

牛
久
市
の
皆
さ
ん
が

秋
の
常
陸
太
田
市
を
観
覧

竹ぼんぼりが通りを照らす

多くの観光客でにぎわう二王座

竹筒にち密な細工

牛久市の皆さん 135 人が参加

常陸秋そばフェスを訪問

太田べアーズの皆さん  
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ちょっと
寄り道

今
月
は
上
河
合
町

紹介者　
上河合町

岡田英雄さん

上河合町は、市の南の玄関に位置し、阿武隈山
系と久慈の山々、遠くは日光連山を望みます。久
慈川や山田川の河川にはサイクリングコースがあ
り、春には菜の花、秋には鮭が川を上る光景が見
られます。また、徳川光圀から山号を賜った親

しんらん

鸞
聖人ゆかりの枕

ち ん せ き じ

石寺をはじめ、877 年創建の河合
神社や、奈良時代に遠く北九州防備のために派遣
さた防

さきもり

人が、故郷との惜
せきべつ

別を歌った防人の歌碑（万
葉集にも収録）など歴史的遺産も多く、各所に伝
統文化が息づいています。ぜひ、上河合町へおい
でください。

11 月 3 日、秋晴れの中、上河合町でハイキングが行われ
ました。市内外から 130 人以上の方が参加し、幸久小を出発。
地域の名所を巡りながら約 8 ㎞を散策した後、バーベキュー
やビンゴ大会などを行い、地域の方と親睦を深
めました。また、常総市水害への募金も併せて
行われました。

来月は、 「上」つなが

りで「上
かみとしかず

利員町」さ

んにお願いします。

　　防人の歌碑

　　河合神社 

長谷渓谷ジオハイキング
11 月 15 日、ジオネット常陸太田主催の長谷渓谷ジオハイ

キングが開催されました ｡ あいにくの小雨模様でしたが大勢
の方が参加。インタープリターから長谷渓谷ならではの 5 億
年前のカンブリア紀の岩石や白

は く わ き

亜紀のコートランド岩、雲母
片麻岩などの説明を受けていました。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

上河合町でハイキング

※�参加した皆さんや地域の方の協力で集めた募金（34,547 円）は、11 月 6日に茨城新聞文化福祉事業団から県
をとおして常総市へ送られました。

ジオハイキングに 60 人が参加

インタ―プリターによる案内

長谷町にある 5 億年前のカンブリア紀の岩石

宝金剛院で記念撮影ハイポーズ

ハイキングスタート

バーべキューに舌鼓

来 年 の 1 月 17 日
は鳥追いまつり。
ぜひ遊びに来てく
ださい
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大根のたまり漬け 今 は月

レシピ

21

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

大根・・・・・・5 ㎏（2 ～ 3 本）皮をむいた状態

しょうゆ・・・・1.2L　　鷹の爪・・�・・2 ～ 3 本

昆布・・�・・1 ～ 2 枚　　酢・・・・・・540 ㏄

ざら目糖・・・・1 ㎏　　みりん・・・・180 ㏄

材料

①�大根は半月切りにし、塩水に一晩漬けた後、水切りして

漬物樽に入れる。

②�しょうゆ、酢、みりん、ざら目糖を鍋に入れ、火にかけ

ひと煮立ちさせた後、火からおろし冷ましておく。

③�大根の上から②をかけ入れ、輪切りにした鷹の爪と好み

の大きさに切った昆布を混ぜ、重石をする。

④ 2 ～ 3 日漬ければ出来上がり。

鍋
足
山
は
標
高
５
２
４
ｍ
。
里
美
地
区

を
象
徴
す
る
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
峰
が
三
つ
あ
り
、
遠
く
か
ら
眺
め
る

と
食
物
を
煮
る
た
め
に
使
わ
れ
た
三
脚
の

器
を
伏
せ
た
形
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

〝
鍋
足
〟
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
付
近
に
は「
男
体
山
火
山
角
礫
岩
」

と
い
う
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
黒
っ
ぽ
い
岩
石
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
フ
ク
ロ
ダ
ガ
ヤ
」

「
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
」
な
ど
が
自
生
し
、

植
物
分

布
上
も

貴
重
な

山
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
な
ど
を
ジ
オ

ネ
ッ
ト
常
陸
太
田
会
員
が
紹
介

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
９

男
体
山
火
山
角
礫
岩
が
連
な
る
西
金
砂

山
、
男
体
山
、
生な

ま

瀬せ

富
士
な
ど
の
地
形
の

特
徴
は
、
西
側
が
急
峻し

ゅ
んな

崖が
け

と
な
り
、
東

側
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
東

西
方
向
に
圧
縮
さ
れ
、
波
の
よ
う
に
折
り

曲
げ
ら
れ
傾
い
た
地
層
が
、
風
化
・
浸
食

さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

鍋
足
山

に
つ
い
て

も
同
じ
よ

う
に
造
山

さ
れ
、
小

規
模
な
が
ら
独
立
し
た
「
男
体
山
火
山
角

礫
岩
」
の
山さ

ん

塊か
い

と
な
り
、
そ
の
一
部
を
山

頂
付
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

鍋な
べ

足あ
し

山
と
男
体
山
火
山
角か

く

礫れ
き

岩

問����������

文
化
課
（
☎
72
‐
３
２
０
１
）
／

　
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
72
‐
８
１
９
４
）

ジオネット常陸
太田の藤田です。
ジオの世界に触
れてみませんか。

�↑�市観光物産
協会ホーム
ページ（ジオ
パーク）へ

�↑�ジオネット常
陸太田へ

の
世
界
へ

鍋足山頂付近で見られる男体山火山角礫岩

鍋足山登山道から
見る西側の絶壁

漬物は家庭によって味が違う。材料や調
味料のあんばいがちょっとずつ違ったり、
各家庭のおかあさんの手加減だったり。
作る人の長年の知恵と勘によって、幾通
りもの味ができる。
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ヒタチオオタ芸術会議 2015 の金砂郷企画として 2 つのワークショップを開催。10 月 24 日・25 日

には、大工の菊池政也を講師に迎え、「大工の政也（マーサ）とつくるワクワク☆マイホーム」と題

して、段ボールハウス作りワークショップを開催。11 月 2 日・3 日には、ゲストアーティストのゴ

ブリン博士 小中大地によるワークショップが開かれ、参加者と共に、色々な素材を使ってゴブリン

つくりを行いました。

　　　　　　　　　10 月 31 日～ 11 月 8 日まで大中神社で開催したヒタチオオタ芸術会議

　　　　　　　　　2015、地域の皆様のご協力のもと無事終了しました。「里美むかしむかし」を

　　　　　　　　　読んでみると水や木の豊かな里美ならではの話がたくさんあります。そこから

地域の子供たちと里美に住んでいそうなお魚や木の子供たちを制作・展示しました。また神社の境

内には小室かな料紙工房からご提供いただいた「かな料紙」を使って制作した「風鈴坊や」の展示

もしました。短い期間でしたが 500 人を超える方々に足を運んでいただき、大変盛り上がりました。

ヒタチオオタ芸術会議 2015 で水府地区ではスイフコイノボリプロジェクト（SCOI）の拠点である「ロ

クロクリン」というアトリエでの展示や、「高台の菊池さん宅」では市民の方々がおよそ一年かけて作っ

てきた吊るし飾りの展示、「下平の菊池さん宅」ではゲストアーティストの津田翔平による展示を行

いました。水府地区担当の林は津田翔平の手伝いや、水府の庭をスケッチをしながら活動しました。

10 月 31 日（土）～12 月 6 日（日）に開催された

ヒタチオオタ芸術会議。その前半の模様をアー

ティストが自ら紹介！

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、

芸術に特化した楽しく深みのある活動をしていきたいと思っています。アーティストへのお問い合わせは、市少子化・人口減少対策課までお願いします。

tel 0294-72-3111 （内線 314・346）　fax 0294-72-3002　　ホームページ：hitachiota-air.com　FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

里美地区

なる

水府地区

林 友深

金砂郷地区

渡部 智穂
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感謝の気持ちでいっぱい 

地域おこし協力隊がゆく 

◇地域おこし協力隊の情報はこちらへ
地域おこし協力隊ホームページ：hssk-i.com/　フェイスブック：fecebook.com/hokyoryokutai
田舎暮らしＷＥＢ＠茨城県常陸太田市ホームページ：http://www.hitachiota-no-kyoryokutai.com

山下　陽一 さん

今度、仲間と一緒に里美地区の木材を使い、森をつくるプロジェ

クトチームを立ち上げる予定です。これから、準備会を開き来年早々

の立ち上げを目指していきます。そのプロジェクトの 1つとして、

里美地区の木材を使って空き家の改修をしようとしています。先日、

実際に木の伐採の現場を「一度見に来てみたら」と地元の方に誘わ

れ、見てきました。木材を使って改修と言ったものの、私が見たこ

とがあるのは丸太のみ。どうやって木材の切り出しを行い運搬をし

ているかなど、初めて見る光景にビックリしました。

森をつくるプロジェクトチーム立ち上げへ

10月～11月にかけての市内農家さんでの研修が終わりました。

「山ちゃんは、このままだと就農できないね！」と研修先の農家さ

んから言われました。それもそのはず。やりたい農作物が決まっ

てないのに「農業をやりたいんです！」と言っても、それは「商

業をやりたいんです！」と言っているのと同じ。これから、いろ

いろな農業の経験をして、春・夏・秋・冬と種まきから出荷まで

のサイクルを経験して、自分の目指す農業を決めていきたいと思い

ます。

自分の目指す農業へ

地域おこし協力隊として赴任して３カ月が経過しました。顔

なじみの人や声をかけてくれる方が増え、大変うれしく思いま

す。普段は、農家さんのところで研修させてもらったり、里美か

かし祭や常陸秋そばフェス、朝市などで販売のお手伝いをさせ

てもらったり、お世話になりっぱなしの毎日で大変ありがたく、

感謝の念で心がいっぱいです。12月には、全国の地域おこし協

力隊が集まる集会もありますので、他の地域の例も参考に、この

地域にある素晴らしいものを PRしていきたいと思います。

 竹村　幸耶さん

 田中あかねさん
 （里美地区）

農家さんの研修にて 

里美地区での森林伐採の様子

 （農業分野）

 （農業分野） 　自然薯農家での研修

問少子化・人口減少対策課（内線 346）
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市内には優れた農林水産物や加工品などが数多
くあります。その中から市の特産品認証制度で
認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　　　　　（販売流通対策課　内線 663）

made in
 Hitachiota

逸品
　常陸太田オリジナル品種ぶどう「常陸青龍」を
100%原料として、高級白ワイン「常陸青龍」を
造りました。「常陸青龍」は、地元のぶどう農家
が「巨峰」から開発したオリジナル種で、地元の
農家 56戸で栽培。この「常陸青龍」の知名度アッ
プと付加価値を高めたいと、ＪＡ常陸 常陸太田ぶ
どう部会と市内でワインを製造販売している檜山

酒造株式会社がタイアップし
て夢の高級ワインを製造。「常
陸青龍」由来の透明感ある緑
がかった黄金の色合いを持ち、
フレッシュな香りとほどよい
酸味のあるやや辛口のワイン
です。約 500 本限定で市内
の酒小売店等で販売してい
ます。

常陸青龍（白ワイン）

今年の 9 月にワインの仕込
み作業を行った

11 月 21 日にワインのビ
ン詰め作業が行われ 12
月 1 日から販売中

貴重な常陸青龍を使用

常陸青龍ワイン
の情報はこちら
→

朝
市
で
は
、

漬
物
等
を
販

売
し
て
い
ま

す
。
漬
物
は
、

手
軽
に
野
菜

の
栄
養
分
を

と
れ
る
ご
飯

の
お
供
と

し
て
、
毎
日
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
食

べ
物
な
の
で
、
な
る
べ
く
添
加
物
を
少

な
く
し
て
、
体
に
優
し
い
漬
物
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漬
け
る
野
菜
も
、

お
客
さ
ま
に
お
い
し
い
漬
物
を
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
自
分
の
畑
で

採
れ
た
旬
な
野
菜
等
を
使
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
は
、
漬
物
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

 

体
に
優
し
い
漬
物
を

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸

　

太
田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す

　

る
出
店
者
の
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

み
と
や
食
品
（
山
下
町
）

「
ア
ク
」
や
「
苦
味
」
が
抜
け
、
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
野
菜

の
中
で
特
に
栄
養
の
あ
る「
皮
」や「
へ

た
」
の
部
分
も
丸
ご
と
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
朝
市
で
お
い

し
い
漬
物
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

広報
ひたちお

おた

今月の朝市は 12 月 20 日日に市役所駐車場で開催します！

今月の写真は、いつも朝市
でお母さんの手伝いをして
いるけいとくん・たつきく
んです ! 朝市に遊びにきて
ください。

★今月の一枚の写真★

問�

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
３
）

vol.33

イ
チ

朝

nav

12 月の朝市では、漬物をはじめ干し

イモを販売しますので、ぜひ遊びに

来てください

規格・価格：720ml・3,300 円（税別）
　　　　　　（アルコール度数：11度）
製造場所：檜山酒造株式会社（町屋町）
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「常陸太田市健康増進計画』～健康づくりに重要な 6 つの分野～　その⑥

問健康づくり推進課☎ 73‐1212

　心の病は、ストレス（心の疲れや不調）の多い現代社会において大きな問題となって
おり、また自殺の要因として最も影響があります。心の健康を守るためには、ストレス
を軽減し、周囲からのサポートを受けることのほか、休養や睡眠の確保が重要です。
　ご自身やご家族の心の健康について考えてみましょう。

学童期（6 ～ 12 歳）

乳幼児期（0 ～ 5 歳）

青少年期（13 ～ 19 歳）

壮年期（40 ～ 64 歳）

高齢期（65 歳以上）

妊娠～産婦期

心の健康を考える

●うつやストレス関連疾患は 20代～ 40 代が多い
●自殺者数は、男性は 30代～ 50 代の働き盛りの年代に多く、女性は 50代以降に多い

○�産後うつ＊ 1 やマタニティーブルー＊ 2 等
の心の健康についての知識を持つ。

○�妊産婦のストレスや気持ちの変化を理解し
支援する。

ストレスや不安を抱えやすく、
孤立しやすい時期でもあるため、
心の問題が生じる可能性がある。

家族の育児姿勢や生活リズムが、
子どもの心の成長に大きく影響
されやすい。	

○�早寝早起きの習慣を身につけ、生活リズム
を整える。

○年齢に応じた遊びを楽しむ。
○�ゆとりを持って子どもと接し、ほめること

を意識して関わる。
○親子で生活習慣を見直す。

○相談しやすい家族、友人関係を築く。
○携帯電話等の利用法や適正時間を考える。
○ゆとりを持って子どもと接する。
○子どもの主体性、自立心を大切に見守る。

家族や社会とのつながりの中で
心身ともに成長していく時期の
ため、周囲の関わりや環境の変
化に影響されやすい。

○ストレス解消法を見つける。
○生活リズムを整え、睡眠、休養をとる。
○家族や友人との交流を大切にする。
○自分の心の変調に気づき、周囲に相談する。

家庭でも職場でも責任や仕事量
が増加し、ストレスが高まる時
期のため、心の問題を生じやす
く自殺者が多い。

ライフステージ 取り組み課題

常陸太田市の課題

青年期（20 ～ 39 歳）

家庭や社会の中で役割喪失を経
験することで孤立感を深めてし
まうため、うつ等になりやすい。

＊１　�産後うつ：多くは産後 4 週間程度経ってから発症するうつ病。治療を必要とする病気。
＊２　�マタニティーブルー：出産直後から 3 カ月程度の間で起きることが多く、短時間で治まる症状。

〈目標〉　生活習慣を整えてセルフケア能力を高めよう

○家庭や地域の中で役割を持つ。
○�うつ、認知症予防の知識を身につけ実践す

る。
○家族や友人と楽しく交流する。
○自分の心の変調に気づき、周囲に相談する。
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女
子
小
学
５
・

６
年
生
①
檜
山
瑞
穂
②
植
木
萌
香

③
増
元
心
▼
男
子
30
～
49
歳
①
水

野
貴
史
②
久
保
木
尚
人
③
根
本
博

史
〈
50
Ｍ
〉
▼
男
子
小
学
１
～
４

年
生
①
大
内
直
樹
▼
男
子
小
学
５
・

６
年
生
①
小
林
純
輝
▼
女
子
小
学

５
・
６
年
生
①
崎
村
凪
▼
女
子
中
学

生
①
圷
か
や
の
②
井
坂
美
優
③
阿

部
亜
莉
菜
▼
男
子
高
校
生
①
小
室

裕
一
▼
女
子
高
校
生
①
葛
原
美
希

〈
１
０
０
Ｍ
〉
▼
男
子
高
校
生
①
渡

邊
知
哉
▼
女
子
高
校
生
①
葛
原
美

希
▼
男
子
18
歳
以
上
①
渡
辺
正
則

【
平
泳
ぎ
】〈
25
Ｍ
〉
▼
男
子
小

学
５
・
６
年
生
①
石
井
柊
羽
②
波

田
野
雄
大
③
斎
藤
宏
晟
▼
女
子

小
学
１
～
４
年
生
①
矢
部
結
翔

②
島
根
愛
琉
③
後
藤
美
空
▼
女

子
小
学
５
・
６
年
生
①
早
川
瑠
奈

▼
男
子
30
～
49
歳
①
水
野
貴
史

②
岡
﨑
剛
正
③
川
﨑
友
之

〈
50
Ｍ
〉
▼
男
子
小
学
１
～
４
年

生
①
大
内
直
樹
▼
男
子
小
学
５
・

６
年
生
①
石
井
柊
羽
②
大
内
優
太

▼
女
子
小
学
５
・
６
年
生
①
吉
見

陽
加
里
②
興
野
笑
理
③
早
川
瑠
奈

▼
男
子
中
学
生
①
鹿
島
天
翔
▼
女

子
中
学
生
①
深
谷
日
菜
②
田
仲
莉

菜
③
中
尾
琴
音
▼
男
子
高
校
生
①

小
林
拓
真
②
軍
司
将
臣
③
大
金
篤

史
▼
女
子
高
校
生
①
小
林
優
華
②

渡
邉
菜
月
▼
男
子
30
～
49
歳
①
古

川
寿
行
②
石
井
貴
洋
③
岡
﨑
剛
正

〈
１
０
０
Ｍ
〉
▼
男
子
高
校
生
①

軍
司
将
臣
▼
女
子
高
校
生
①
小
林

優
華
②
渡
邉
菜
月

【
バ
タ
フ
ラ
イ
】〈
25
Ｍ
〉
▼
男
子

小
学
１
～
４
年
生
①
岡
﨑
陽
祐
②

菊
池
優
翔
▼
女
子
小
学
１
～
４
年

生
①
金
澤
舞
香
▼
男
子
小
学
５
・

６
年
生
▼
①
菊
池
竜
馬
▼
女
子
小

学
５
・
６
年
生
①
鈴
木
萌
夏
②
興

野
笑
理
③
目
﨑
花
〈
50
Ｍ
〉
▼
男

子
小
学
５
・
６
年
生
①
中
島
吉
貴

▼
男
子
中
学
生
①
小
川
優
希
▼
女

子
中
学
生
①
冨
岡
茜
②
石
本
彩
華

▼
男
子
高
校
生
①
末
吉
丈
一

【
男
女
１
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
小
林
拓
真
②
小
川
優
希
③
小
室

裕
一

【
男
女
１
０
０
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
】

①
太
田
一
高
Ａ
②
太
田
一
高
Ｂ
③

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ

【
男
女
１
０
０
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
】
①
太
田
一
高
Ａ
②
太
田
一

高
Ｂ
③
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ

第
30
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

［
10
月
25
日
／
山
吹
運
動
公
園
市

民
体
育
館
］【
男
子
】
▼
Ａ
ク
ラ

ス
①
加
藤
木
・
清
水
（
Ｋ
Ｋ
Ｓ
）

②
菊
池
・
佐
々
木
（
太
田
ク
ラ
ブ
）

▼
Ｂ
ク
ラ
ス
①
朝
倉
・
棚
辺
（
太

田
バ
ド
） 

②
松
浪
・
氣
田
（
サ
タ

デ
ー
ズ
）
▼
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
林
・

大
森
（
太
田
バ
ド
）
②
宮
本
・
小

室
（
太
田
バ
ド
）

【
女
子
】
▼
Ａ
ク
ラ
ス
①
江
原
・

大
和
田
（
太
田
ク
ラ
ブ
）　

②
武

川
・
佐
々
木
（
サ
タ
デ
ー
ズ
）

▼
Ｂ
ク
ラ
ス
①
安
・
橋
本（
オ
リ
ー

ヴ
）②
石
川
・
後
藤（
サ
タ
デ
ー
ズ
）

▼
Ｃ
ク
ラ
ス
①
岡
崎
・
松
浦
（
☆

Ｓ
‐
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
☆
）
②
河
井
・

酒
井
（
☆
Ｓ
‐
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
☆
）
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Information
第
16
回
西
金
砂
登
山
マ
ラ
ソ
ン

［
11
月
15
日
／
西
金
砂
湯
け
む
り

の
郷
『
金
砂
の
湯
』
他
］【
男
子

5
㎞
の
部
】
▼
39
歳
以
下
①
我
妻

治
（
水
戸
市
）
②
田
家
一
磨
（
茨

城
町
）
③
岡
田
将
司
（
笠
間
市
）

▼
40
歳
代
①
本
間
嘉
彦
（
ひ
た
ち

な
か
市
）
②
蜂
谷
幸
治
（
東
京
都
）

③
高
橋
玄
洋
（
常
陸
太
田
市
）

▼
50
歳
代
①
池
田
博
（
桜
川
市
）

②
竹
澤
利
之
（
結
城
市
）
③
根
本

高
志
（
常
陸
太
田
市
）
▼
60
歳
代

①
片
岡
広
志
（
群
馬
県
）
②
篠
原

要
行（
高
萩
市
）③
小
貫
芳
夫（
石

岡
市
）
▼
70
歳
以
上
①
鳥
取
克
行

（
栃
木
県
）②
志
釜
東
一（
石
岡
市
）

③
林
信
夫
（
東
海
村
）
▼
高
校
①

佐
藤
幸
裕
（
水
戸
市
）
②
萩
谷
駿

太
（
常
陸
太
田
市
）
③
瀨
谷
匡
史

（
常
陸
大
宮
市
）

【
男
子
14
㎞
の
部
】
▼
39
歳
以
下

①
後
藤
広
行
（
栃
木
県
）
②
深
川

智
彦
（
笠
間
市
）
③
根
本
優
（
那

珂
市
）
▼
40
歳
代
①
下
村
勧
（
石

岡
市
）
②
星
貴
城
（
千
葉
県
）
③

宝
徳
忍
（
那
珂
市
）
▼
50
歳
代
①

井
坂
光
利
（
常
陸
太
田
市
）
②
下

山
一
仁
（
大
洗
町
）
③
鈴
木
恭
介

（
ひ
た
ち
な
か
市
）
▼
60
歳
代
①
阿

部
知
之
（
東
海
村
）
②
小
林
修
（
日

立
市
）
③
内
海
憲
治
（
高
萩
市
）
▼

70
歳
以
上
①
高
橋
伸
一
（
ひ
た
ち
な

か
市
）
②
北
村
忠
昭
（
水
戸
市
）
③

間
部
幹
夫
（
日
立
市
）
▼
高
校
①
綿

引
雅
樹
（
常
陸
太
田
市
）
②
加
藤
伊

織（
常
陸
太
田
市
）③
鈴
木
瑛
人（
常

陸
太
田
市
）

【
女
子
5
㎞
の
部
】
▼
39
歳
以
下
①

今
須
宏
美
（
東
京
都
）
②
白
井
奈
津

子
（
栃
木
県
）
③
國
谷
優
香
里
（
福

島
県
）▼
40
歳
代
①
杉
山
奈
津
枝（
行

方
市
）
②
樋
口
純
子
（
ひ
た
ち
な
か

市
）
③
河
野
明
子
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

▼
50
歳
代
①
中
野
紀
子
（
日
立
市
）

②
橋
本
昌
美
（
常
陸
太
田
市
）
③
寺

本
か
お
る
（
東
海
村
）
▼
60
歳
代
①

和
田
由
美
子
（
小
美
玉
市
）
②
齋
藤

美
恵
子
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
③
多
田

恵
子
（
東
京
都
）
▼
70
歳
以
上
①
山

口
和
子
（
日
立
市
）
▼
高
校
①
井
坂

有
花
（
常
陸
太
田
市
）

【
女
子
14
㎞
の
部
】
▼
39
歳
以
上
①

綿
貫
丹
子
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
②
相

差
潔
子（
水
戸
市
）③
小
原
優
香（
東

海
村
）▼
40
歳
代
①
君
塚
佳
代
子（
笠

間
市
）
②
今
野
祥
子
（
常
陸
太
田
市
）

③
若
林
久
実
（
常
陸
太
田
市
）
▼
50

歳
代
①
猪
狩
悦
子
（
牛
久
市
）
②
小

松
原
美
貴
（
栃
木
県
）
③
石
橋
昭
子

（
常
陸
太
田
市
）
▼
60
歳
代
①
小
方

千
昭（
牛
久
市
）②
清
信
百
合
子（
福

島
県
）
③
佐
藤
美
智
子
（
東
海
村
）

▼
70
歳
以
上
①
原
満
子
（
牛
久
市
）

②
只
野
百
合
子
（
常
陸
太
田
市
）
③

三
浦
彰
子
（
秋
田
県
）

寄贈された壁掛け式扇風機は、
愛保育園へ

◇�

善
意
あ
り
が
と
う

　

○�
水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式

会
社
様
（
写
真
）
＝
壁
掛

け
式
扇
風
機
9
台

✿温か
い
ご
支
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問商工振興・企業誘致課（内線 622）

　古くから親しまれてきた常陸太田市産の日本酒（地酒）での乾杯を奨励し、食文化の伝承、市内産業の活性化、
地産地消の促進を目的とした「常陸太田の地酒」で乾杯を推進する条例が 9 月 18 日から施行されました。

常陸太田の地酒で乾杯しましょう！

市条例の内容
●常陸太田市産の日本酒で乾杯しましょう。
●�地酒の消費拡大および地場産業の振興を目的としています。
●個人の嗜

しこう

好を尊重します。

これからの忘年会・新年会は、ぜひ地酒で乾杯を！

※�この市条例は、乾杯を強制するものではありません。なお、お酒は 20 歳になってからです。飲酒運転は
絶対にやめましょう。

11 月 7 日には、常陸秋そばフェスティバル里山
フェア会場内で市条例制定イベントが行われた

　

○�

吉
村
誠
様
＝
社
会
福
祉
事

業
の
た
め　

1
万
円

市内の酒蔵
●岡部（名）〈小沢町 2335〉
●�檜山酒造（株）〈町屋町 1359〉
●（資）剛烈富永酒造店〈大里町 3401〉
●�太田銘醸（株）〈松平町 1047〉
●（資）井坂酒造店〈小中町 187〉
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まちの話題 my town news 

下内田町ふれあい文化祭

術の秋華やかに芸

10 月 25 日、島町地内にある宝金剛院前広場で三世代

ふれあいのつどいが行われました。会場では、魚釣りや

ボール投げゲームなどが行われ、多くの家族連れでにぎ
わいました。また、餅つき大会では大盛り上がりでした。

島町三世代ふれあいのつどい

域にふれあいを地
10 月 25 日、パルティホールで第 30 回茨城の太鼓

演奏会が行われました。会場は立ち見が出るほど満員

の中、茨城県太鼓連盟に加入する団体が一堂に会し、
壮大な和太鼓の演奏で来場者を魅了しました。

第30回茨城の太鼓演奏会

10 月 31 日・11 月 1 日、下内田農村集落センターに
おいてふれあい文化祭が行われました。この文化祭は

2 年ごとに開かれ、会場には、地元の皆さんから応募
された絵画や写真などの展示のほか、来場者の方には、
とん汁やお茶でおもてなしが行われました。

都々逸全国大会

々逸節を後世に都

10 月 27 日、旧太田町の水道事業などに尽力した実

業家の片岡倉吉を顕彰する胸像が完成し、除幕式が行

われました。片岡倉吉は、明治から昭和にかけて、旧

太田町の飲料水確保に尽力した偉人。顕彰会の発起人

代表の１人で常陸太田大使の澤幡仁さんは「多くの皆

さんに胸像を見てもら

い、また、常陸太田市

の歴史を学んでほしい」

と話していました。

片岡倉吉を顕彰する胸像が完成

道こそわが使命水
里美太鼓会による創作太鼓小学生が天神ばやしを披露

楽しく餅つき

11 月 14 日、生涯学習センターにおいて都々逸全国

大会が行われました。当市出身の初代 都々一坊扇歌に

よって確立された七・七・七・五の口語調で唄われる
都々逸。「唄の部」と「作詞の部（宿題句・自由句）」
の 2 部門でそれぞれの腕を競い合いました。

起震車で地震体験

鼓の迫力と演奏者の熱い思い太

お茶でおもてなし 町内有志によるバンド演奏

片岡倉吉の胸像は、栄町地内
（太田落雁の碑の近く）に建

てられている

11 月 7 日・8 日、河内地区で河内の文化遺産を守る
会主催の行灯の赤レンガと銀杏まつりが行われました。

地域の文化財「旧町屋変電所」を永久に残したいとい
う思いから地域文化の保護や活用を図っています。会
場内では、コンサートをはじめ特産品の販売や行灯に
よるライトアップなどが行わ
れていました。

行灯の赤レンガと銀杏まつり
秋の夜に幻想的な光が輝く晩

日が暮れると「心」の文字が浮かび上がる 機初小児童の絵が行灯を飾る

唄の部では、水戸市の芝間美喜夫さんが優勝。作詞の部：宿題句では東京
都の末松章子さんの「眠った間に　帰ったらしい　息子の無骨な　鶴があ
る」。自由句では、秋田県の篠田みやさんの「ゴールが遠くて　嬉しくなっ
た　駆けても駆けても　秋の空」がどどいつ大賞を受賞
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老人福祉大会 

つまでも生き生きとい
11 月 11 日、パルティホールで老人福祉大会が行わ

れました。大会は、高齢者の生きがいや相互の交流と
親睦を目的に毎年開催。満員の会場の中、長年功労の
あった個人や団体が顕彰されたほか、保育園児の発表
や老人クラブの発表もあり、会場を楽しませていました。

柿 常陸太田ファーム＆キッチン「かきフェス」

で料理人たちが新しい料理を
11 月 13 日～ 29 日、市内飲食店 12 店舗で常陸太田

ファーム＆キッチンかきフェスが開催されました。今

回で８回目となるテーマは「柿」。市内の農家と料理
人がタッグを組み新メ二ューに挑戦しました。ケーキ
や焼き菓子から鍋焼きうどんやピザまでバラエティー
に富んだ創作料理にお
客さんは大満足でした。
次 回 の 食 材 の テ ー マ
は？

フラダンスショー

地 久米の郷ふれあい祭り

域連携でまちづくり
11 月 15 日、大里ふれあいセンターにおいて久米の

郷住み良い地域をつくる会主催による久米の郷ふれあ

い祭りが開催されました。地元町会や地域活動を行っ

ている団体などが参加し、模擬店や久米小児童による
金砂郷の民話の紙芝居などが行われ、盛りだくさんの
内容でした。

市民提案型まちづくり事業「布遊」

し飾りのワークショップ吊
10 月 27 日、市民提案型まちづくり事業に採択され

た市民団体「布遊」による吊るし飾りワークショップ

が生涯学習センターで行われました。市民の皆さんか
ら吊るし飾りを作りたいという要望があり実現。参加
した皆さんは、布遊の皆さんの指導を受け細かい作業
も楽しんで自分の作品を製作していました。

ぼたんやコスモス等の吊
るし飾りに挑戦

11 月 18 日、里山ホテルときわ路で県自治会連合会
（篠原勝幸会長）主催の県知事との懇談会が行われま

した。県内から約 100 人が参加し、橋本昌県知事と地
域の課題について意見交換を行いました。

県知事との懇談会 

事と意見交換知

自治会の皆さんからさまざまな意見や質問が出された

幸久小で三世代ふれあい交流会

世代なかよく三
11 月 7 日、幸久小で三世代ふれあい交流会が行われま

した。普段なかなか学校に来る機会のないお年寄りや地域
の皆さんを招いて、子どもたちと交流を深める目的で開催。
児童たちは、普段お世話になっているお年寄りの方に肩も
もみをしたり、合唱の発表や
昔あそびなどを行いました。

オセロゲームで対決

功労者の表彰式 太田あすなろ保育園による演奏

アームレスリングうまく入るかなぁ？

常陸太田ファー
ム ＆ キ ッ チ
ン の 情 報 は
こ ち ら へ → 柿と生ハムのピッツァローズマリー風
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山
田
川

Ｎ

和田町

至  玉造町

至  下大門町

県道常陸太田那須烏山線

至  松平町

至  県北東部広域農道

スタート・ゴール
和田農村集落センター

三峰神社

コンビニ

菓子店

黄金神社石碑
和田交差点

酒店

呉服店

①

和田祭場②

休憩所⑧

観音様④ 和田稲荷神社⑤

ため池⑥

森林浴コース⑦

不動尊堂③

石像の不動明王が祭られてい
る。創作年代は不明。全身炎に
包まれ、剣などを持ち怒った顔
をしているが実は大日如来の化
身という。昔からお不動さまと
呼ばれ親しまれている

観音様

不動尊堂

和田町内を一望できる山の
中腹に鎮座する。創建年代
不 詳。 元 禄 11（1698） 年、
徳川光圀が村の鎮守にした
という

県道と山田川の堤防に挟まれ
た 50a ほどの田園。松の木が
目印。写真は今年 3 月の西金
砂神社小祭礼の様子

県道から西和田地区に
少し入った小高い地に
祭られている。火伏・
盗賊よけの神として信
仰を集める。すぐ後ろ
には十九夜尊がある

和田祭場

稲荷神社の鳥居
を入ってすぐ右
手にある。和田
町に多い和田姓
の氏神。また地
域の女性の守り
神という

和田稲荷神社

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

　和田農村集落センターをスタート、西和田地区から折り返して西金砂神社大祭礼・小祭礼、東金砂神社大祭礼の
祭場を見ながら県道沿いを東に進み、新

しん

道
どう

地区へ。このお不動さまでは、約 50年間途絶えていた夜町が 5年前か
ら復活し、毎年 7月に盛大に行われています。のどかな水田地帯を楽しみながら北へ向かうと、東和田地区にため
池が出現。そこからは森林浴コースと呼ばれる森の中へ。おいしい空気を味わいながら、かわいい草花やサワガニ、
清流と出会いつつゆっくりと川端地区方面へ。途中手づくりの休憩所で一息ついて、コースを振り返ってみるのも
良いでしょう。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て　て　ウォークく　   く �
  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

町内の水田を潤
す農業用の池は、
道を挟んで二つ
あ る。 運 が 良 け
ればカワセミに
出会えるかも…

約 1 ㎞ に わ た
る 歩 き や す い
舗 装 路。 う っ
そ う と し た 森
の 中、 地 域 の
皆 さ ん の 散 歩
コ ー ス に も な
っている

「 ご 自 由 に お 休
みください」と
書かれた看板が
目印。彼岸花な
ど周辺の植物が
きれい。花の公
園ともいわれる

ため池

森林浴コース休憩所

②

③

①

⑤�

⑥

④�

距離：約5km   所要時間：約2時間  和田町ハイキングコース和田町ハイキングコース

三峰神社

行 灯 が 並 ぶ
不動尊夜町

⑦⑧
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No.9平成 27 年 12 月号

Team Data

☆団員数　小学 1 年生以上の男女 13 人
☆練習日時　土・日曜日　9：00 ～ 12：30
☆練習場所　世矢小グラウンド
☆問い合わせ　事務局　阿部　輝夫
　　　　　　　☎ 74 ‐ 3722

水府ミニバスケットボールスポーツ少年団

スポ
ーツ
に親
し

む団
体等
を紹
介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

世矢サッカークラブスポーツ少年団

　試合での勝ち負けよりも、サッカーの基本で
ある走り込みを中心に基礎体力の増進を図りなが
ら、楽しく練習をしています。また、相手を思い
やる気持ちや自分自身で判断し、強い気持ちで立
ち向かうといった考える力を養っています。

Team Data
☆団員数　小学 1 年生以上の女子 12 人
☆練習日時　○木曜日　18：00 ～ 20：00
　　　　　　○日曜日　9：00 ～ 12：00
☆練習場所　水府海洋センター体育館
☆問い合わせ　代表 小林   隆男  ☎ 87-0555
                   　または井坂   直行
　　　　　　　　　☎ 090-8743-9019

　ミニバスケットの魅力は点の取り合いです。
練習では、チーム一丸となって、楽しく一生懸
命頑張って全員バスケをすることを心掛けてい
ます。また、何事にもめげずに、集団生活の大
切さを学んでいます。

入 社 し て 4 年 目 に な り ま す。 会 社 は、 プ
リンター用トナーカートリッジ部品をはじめ、
自動車関連部品など多種多様な製品を製造し
ています。私は、金型のメンテナンスを担当しています。部品を作るうえで一番大事な
のは、何と言っても金型です。プレス機械の中に金型を取り付け、その間に金属などの
素材を入れて大きな圧力を加えてプレス加工し、部品を大量生産しています。金型がプ
レスの圧力により摩耗や破損しますので、短
い周期のもので数日に 1 回、長い周期のもの
で 2 カ月に 1 回程度のメンテナンスが必要に
なります。金型を分解し、それぞれのパーツ
を洗浄し、手作業で磨いたり磨耗している部
品交換をしたりします。金型をミクロ単位で

調整し、製品を仕上げるのが腕の
見せ所。まだまだ勉強中の私です
が、良き先輩方の高い技術を習得
し、頑張っていきたいと思います。

常陸太田で働く若者を応援!

グッジョブ!グッジョブ!
vol.9

常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2015 年 12 月号 21

 問商工振興・企業誘致課（内線 622）

鈴 木 拓 耶 さん

ミクロ単位に挑戦

〇取材協力：㈱遠山工業
〇所在地：岡田町 2072-3（常陸太田工業団地）
〇業種：プレス加工 / 各種金型設計・製作
〇社員数：90 人（11 月 1 日現在）
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永山輝
ひ か る

琉くん
12 月 16 日（馬場町）

冨永花
はな

ちゃん
12 月 26 日（内堀町）

安東慶
け い と

人くん
12 月 22 日（磯部町）

國安彩
あ い

来ちゃん
12 月 28 日（大森町）

瀬谷咲
も も か

華ちゃん
12月30日（木崎一町）

椎名悠
ゆ き

葵ちゃん
12 月 29 日（馬場町）

12 月で１歳です！

◇�対象　市内に住所を有する平成 27 年 2 月生まれのお子さん（2 月号掲載分）
��◇応募締切　平成 28 年 1 月 12 日火
◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保

護者）の氏名・電話番号
◇�その他　メールの場合は写真データを添付の上、受信制限を解除してくだ

さい（JPEG 形式で 3MB 以内）。応募された写真は返却しませんのでご了
承ください。

申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／メール
アドレス　joho2@city.hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）

元気
に

すく
すく

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませんか。掲載希望の方は、
任意の用紙に必要事項を記入の上、写真を添えてお申し込みください。

�ＱＲコードを読み取ると、情報
政策課へのメールアドレスを表
示することができます。→

今月は
　「里美幼稚園」
　　　　で～す (^0^)/

クリスマス
ひまわり組（年長さん）

木のおもちゃを作りました。地元の
ヒノキはいいにおい♪
ツリーに飾ったくつ下にはサンタさ
んへのお願いを書きました。
みんなの希望をかなえてくれるとい
いね！

表紙に
よせて

11 月 23 日、和久町で行われた収穫感謝祭でのひとコマ。地元の消防団員が子どもやお年寄りに優しく消火器
の使い方を教えていました。冬は、暖房など火の取り扱いが増える季節。どうぞお気をつけください。

発行　常陸太田市／編集　情報政策課	
〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

萩谷廉
れん

くん
12 月 2 日（大里町）

瀬谷いろはちゃん
12 月 9 日（馬場町）

片岡朔
さ く た ろ う

太郎くん
12 月 7 日（幡町）

棚井繫
け い た

太くん
12 月 10 日（中城町）

五十嵐すみれちゃん
12月13日（木崎一町）

天童彩
さ つ き

月ちゃん
12 月 11 日（真弓町）

松田莉
り お

緒ちゃん
12 月 30 日（大森町）

鈴木柊
しゅうや

弥くん
12 月 31 日（大里町）


